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サッカースタジアム，広場エリアの整備に係る取組状況について 

 
 
 

１ 概 要 

中央公園広場におけるサッカースタジアム，広場エリアの整備についての取組状況を報告する。 

 

２ 「４者が期待する中央公園広場の整備の方向性」の取りまとめ 

サッカースタジアム建設推進会議に係る関係４者において，集客目標や求められる機能等について議論

し，４者が期待する整備の方向性（以下，「整備の方向性」という。）を，別紙１のとおり取りまとめた。 

（１）位置付け 

事業者の公募（サッカースタジアム等の整備事業者，広場エリアの賑わい施設整備事業者）に当たり，本エリアをど

のように発展させていきたいかについて，４者が期待する「整備の方向性」としてまとめたもの。 

民間事業者からは，より自由な発想により，本資料が示す方向性を基に，具体的で，実現可能性が高

く，かつ魅力あふれる提案を期待する。 

※ 実際に導入される機能やイベント等については，令和３年度以降に予定されている広場エリアの賑わい施設

整備事業者やサッカースタジアムの指定管理者の決定を受けて，確定。 

 

（２）県意見の反映状況 

○ 集客目標 

広島市域のみならず，県内外から広く集客すること（マツダスタジアムと同等以上の集客）〔要求水準書〕 

→ 中央公園広場全体 220万人/年（8～10頁） 

○ 施設の機能（主なもの） 

ア 中四国全域を始め，広域から集客が期待できる機能 

【Ａゾーン】スタジアムと公園をシームレスに繋ぎ，連携する機能（12頁） 

（例：体験型ミュージアム 等） 

【Ｅゾーン】旧太田川に接する親水環境・眺望を活かしたウェルネスコミュニティ機能（16頁） 

（例：魅力的なランドスケープ／水辺を利用した様々なイベント 等） 

【スタジアムゾーン】世界に誇れるサッカースタジアム機能を核とし，多目的かつ多機能化した 

都心交流型スタジアム（17～20頁） 

（例：映像・音響・照明装置やＡＲ等の一体的運用による迫力と臨場感／多様な観戦スタイル／ 

体験型コンテンツでエキサイティングな非日常体験を提供するスタジアムツアー／ 

イベント会場／コンコースやスタンドを活用した魅力ある集客イベント 等） 

イ 広島の魅力を発信・体験できる機能（飲食，観光，文化，産業，県産材の活用など） 

【Ａ ゾ ー ン】スタジアムと公園をシームレスに繋ぎ，連携する機能（12頁） 

（例：オンリーワンものづくり＋バーチャル体験 等） 

【Ｃ ゾ ー ン】広島の様々なモノやコトを体験・購入できる場所（14頁） 

（例：広島の美味しいモノグルメ体験／産直マルシェ 等） 

ウ 各種イベントの実施（広域の集客が期待できるものや23市町が参画できるものなど） 

【イベント活用例】（24，25頁） 

（例：県内各地域の祭りと連動したイベント／地域振興型グルメフェス／産業フェスタ／ 

パブリックビューイング／光の祭／スポーツフェスティバル 等） 
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３ サッカースタジアム建設推進会議の開催 
サッカースタジアム建設推進会議を開催し，関係者で取組状況等を共有した。 

（１）開催日時 
令和３年１月２５日（月） 

 
（２）開催場所 

ＪＭＳアステールプラザ 
 
（３）出席者 

広島市長，広島県知事，広島商工会議所会頭 
サンフレッチェ広島会長（オブザーバー），広島県サッカー協会会長（オブザーバー） 
※ 今後，具体的な設計等の作業に入るに当たり，国際試合やアマチュア利用の観点からの意見を取り入れるた

め，今回から，広島県サッカー協会がオブザーバーとして参加 

 
（４）会議内容 

○ 取組の進捗状況を確認し，令和６年開業を目指す事業スケジュールについて認識を共有するととも 
に，資金調達について，各者の取組状況について報告を行い，引き続き連携して取り組んでいくこと
を確認した。 

○ 会議資料は以下のとおり。 
・【別紙１】中央公園広場 ４者の期待する整備の方向性 
・【別紙２】サッカースタジアム整備等の取組状況等について 
・【別紙３】中央公園広場エリア等整備・管理運営事業 公募設置等指針（素案）の概要 

 
（５）各出席者の主な発言要旨 

〔サンフレッチェ広島会長〕 
・2024年のＪリーグ開幕戦がスタジアムパークで開催できるよう，当初の事業スケジュールを確実に実行
していただきたい。 色々な面でしっかり協力させていただきたい。 

・エディオンとして30億円の寄附を実施しており，本年度末の寄附金の累計は12億円になる予定。 

〔広島県サッカー協会会長〕 
・2024年は，県サッカー協会創立100周年という記念すべき年。 
・是非スケジュールどおり進めていただきたい。 

〔広島商工会議所会頭〕 
・令和６年開業に向けて，スケジュールどおりスピード感を持って進めていただきたい。 
・地元経済界としては，総額10億円の目標を立て，昨年10月以降活動を始めており，大変良い感触を得
ている状況。 

〔広島県知事〕 
・スケジュールについて，基本計画にあるとおり，令和６年の開業を目指す事業スケジュールは最大限努
力すべきだと考えている。 

・資金調達について，県としても，基本計画に基づき，県議会の承認を得た上ではあるが，応分の負担を
する考えである。 

・その前提ではあるが，これまで一貫して申し上げてきたとおり，県の費用負担については，具体的な姿
を描く中で議論していくことが必要であると考えている。 

・ＤＢ（デザイン・ビルド）方式が採用されたことにより，手順として，具体的な姿が分かるのは事業者
選定の後になる。 

・現時点では，県民の皆様や県議会に対して説明できるような，実現可能な具体案がまだなく，費用負担
について判断できないため，県の令和３年度当初予算計上は難しいと考えている。 

〔広島市長〕 
・広島商工会議所会頭，サンフレッチェ広島会長の御協力もあり，目標に向けて着実に資金確保が進んで
いることを確認できたので，市としてもそれを前提に予算化すべく説明していきたい。 

・事業実施主体として非常に責任が重いという意識に至っている。市議会の了解を得るべく努力し，皆さ
んの御期待に必ず応えられるよう，スケジュールに沿って進めていきたい。 
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